
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

A409

庄内突風観測プロ ジェ ク トによる冬季雷観測
一初期観測結果一
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1．は じめに

　雷放竜と突風はどちらも積乱雲内の 激しい 上昇気流の もと

に 発生すると考え られて おり，両者の 密接な関連性が指摘さ

れて きた （e．g．，　GDe〔iman　et　aL ，1988； MacGornian　et　al．，
1989；WI伍ams 　ct　al．，1989，1999；Kane，1991）．その た め，突

風直前予測の 新たな指標として 「苗 　
＝
活動」の 活用が有効

で あることが示唆されることから， 気象研究所とIR東 『本との

共同研究プ ロ ジ ェ クト「高精度セ ン シ ン グ技術を用い た，列

車運行判断の ための 災害気象 の 監視 ・予測 手 法 の 開発 」

（2009年 4月〜2012年3 月）で は，雷放電，特 に冬の 日本海

沿岸で 発生 する冬季雷 の 実態解明と，突風・落雷直前予測

ア ル ゴ リズ ム 開発 を 目的とした研究を実施して い る （西橋ほ

か ，2009年秋季大会 B362），

我々 は 2007年より，2 つ の X バ ン ドドッブラ
ー

レ
ー

ダ
ー

と

26 ヶ所の 地．E気象観測点で構成され る高密 度の 気象観測

網を山形県主内地域にて 運用してい るが，2009年 10月，同

地域に雷をタ
ー

ゲットとした各種観測装置を新たに設置し観

測を開始した，雷観測と高密度の 様 々 な気象観測を融合さ

せ るこ とに より，突風 との 因果関係の 詳細な解析や，高解像

度 シミュ レ
ー

シ ョン によるメカニ ズム 解明が期待され る．本発

表 で は，これらの 装置 の うち最も重要な雷放電位置標定装

置につ い て，その 概要と初期観測結果を報告する．

る．庄 内空 港 に設置され た 気象研究所ドッ プ ラ
ー
気象レ ー

ダ
ーか ら，雷放電 が 観 測され た方 向に強 い 積乱雲 （約

50dlSZ）が あり（図 2），さらに当該装置とエ コ
ー

との距寓齢 ら

推定される雷放電の 最高高度は，RHI 観測によるエ u 一頂

4km （図略）とほ ぼ
一
致する．この こ とか ら，庄内平野沖合の

積乱雲内の雷攷電を詳細に観測できたもの と考えられる．な

お，LF 帯電磁波デ
ー

タか らは負極性落雷で あると推定され

るが，詳細な解釈は 今後の 課題で ある．
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2 ．雷放電位置標定装置の構成

当該装置は 2009年 4月に 開発を開始し，10月に完成した．

その 後，高密度観測網の 北縁 （酒田市大浜）に設置 して試

験観測を行っ た．こ の 装置は ， 雷放電か ら放射され る 丶・HF

帯電磁波パ ル ス を観測して 雷放電位置の 標定を主濺能 にも

つ ．＞1［F ア ン テ ナ，23MHz ハ イパ ス フ ィル タ，プ リア ン プ，
デジタル オシ ロ ス コ

ープ，PC などで構成されており，直角 二

等辺三 角形の 頂点に設置された 3つ の ア ン テ ナ に よりVHF

帯電磁波パ ル ス を記録 し，雷放電の 方位と仰角の 測定が可

能で ある．同時に，落雷判定お よび 落雷極 性判定 の た め，
上記 と連携して LF 帯竜磁波も観測す る．また GPS 時刻デー

タも収録される，

3 ．初期観測結果

観測されたデー
タの 解析結果 の

一
例 を図 1 に示す．　2009

年 12月 22 目01時56分 35秒 （UTC ）の 雷放電に よる VHF

帯電磁波パ ル ス 放射源の 方位角，仰角 の 標定結果 および，
その ときに受信された LF 帯竃磁波の 受信電圧 の 時系列デ
ー

タで ある，この 間 ， 雷放電は 方位角 210〜270
°

の 範囲に

あり，仰角は 0
°

付近から30
°

まで 上昇してい る様子 がわ か
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図 12009 〆12∠2201 ：56 ：35 （UIC ）の 雷放 電 に よる VHF 帯電磁

波パ ル ス 放射源の 方位角，仰角と LF 帯 電磁波 受信 電 王の 変動，
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図 2 図 1の 雷放電を発生 させ た と推 定 され る積乱雲の レ ー
ダ
ー

エ コ
ー（庄 内空港設置の 気象研 レ

ー
ダ
ー

により観 灘 ．

4 ．今後の展開

　初期観測結果か ら，今年度開発 した雷放電位置標定装

置は所定の 性能を有する こ とが確認され た．今後 は標定

精度の 向上を図 るた め，雷波形ア ル ゴ リズ ム の 改良 と，

低仰角の 解像度を引き上げるための VHF ア ン テ ナ増設を

検討中で ある．来年度は，雷観測装置を庄内平野 に複数

設置 し，雷放電位置の 高精度 3次元標定を行 うとともに，
複数 の 電界計による雷雲内電荷分布の 推定を行 う予定 で

あ る．
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